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６ 研究協議の主な内容 

⑴ グループ協議の内容 

【討議の柱１ 単元デザインは『児童生徒の主体的・対話的で深い学びの実現』に結びついていたか】 

・自分の興味・関心に応じて視点を選び、調べたことを交流する活動が設定されており、「調べたことを

知らせたい」「友達の考えを聞きたい」という思いをもって学習に取り組む姿が見られた。 

・個人で調べる時間と、グループで交流する時間が段階的に位置付けられており、個の思考をもとに対話

を通して考えを深めていく学習の流れがつくられていた。 

・課題が「どのくらいの大きさか」「どのくらい強いか」など、児童が問題意識をもって考え続けられる

形で設定されており、最後まで学習意欲を保ちながら学ぶ姿が見られた。複線型にすることで調べる内

容に偏りが出るため、交流の中で考えが十分に深まらなかった場面も見られた。 

 

【討議の柱２ 発問や可視化の手立ては児童生徒が資質・能力を身に付ける上で有効だったか】 

・板書やワークシート、オクリンクプラスなどを用いて思考を可視化することで、児童の考えが整理され、

学習問題がまとめやすくなっていた。 

・「どのくらいの大きさか」「どう見えるか」といった発問により、児童が資料を基に考え、予想し、説明

しようとする姿が引き出されていた。 

・可視化された情報が多くなることで、どこに着目すればよいか分かりにくくなる場面もあり、発問と可

視化の焦点をさらに絞る必要性がある。 

 

⑵ 指導主事の助言 

〈上川教育局 教育支援課 学校教育指導班 主査 中山 智洋〉 

①児童生徒が主体的に学ぶための課題設定と見通しについて 

・本単元は、「自立した学習者の育成（単元を通した自己調整）」を中核に据え、児童が課題や調べる視点

を決定しながら学びを進める単元デザインとなっていた。単元のはじめにゴールや身に付ける資質・能

力を共有することで、児童が「どこに向かっているのか」を意識しながら学習に取り組める設計となっ

ていた点が評価できる。 

・単元構成は、「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実」のためのサポートマガジン『みるみる』

が示す「山登り」の図のように、単元というまとまりの中で「見通し→追究→交流→振り返り」を位置

付ける構造となっており、１時間ごとの完結ではなく、単元全体で主体性を育てるデザインとなってい

た。 

・課題設定においては、児童自身が追究の視点を整理し（例：「道具」「遺跡」「人物」など）、自らの予想

や関心に基づいてテーマを選択する過程が組み込まれていた。これにより、児童は受け身ではなく、自

ら問いをもち、見通しを立てて学習に入る姿が見られた。 

・個別最適な学びと協働的な学びが別々に扱われるのではなく、個々が見通しをもって学びを進める場面

と、必要に応じて交流する場面とが単元構造の中で位置付けられていたことは、単元を通した主体性の

基盤づくりとして効果的であった。 

 

②児童生徒が資質・能力を身に付けるための自己選択の機会と学び合いについて 

・本単元では、児童が「何を」「どのように」学ぶかを選択する場面が意図的に設けられていた。調べる

資料や方法、まとめ方について一定の選択肢が保障されており、児童が自分の学び方を調整しながら課

題解決に向かう構造となっていた。 

・「どのような資料を調べればよいか」を話し合い、追究の視点を整理した上で、自分の予想を確かめる
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視点や他者の予想に共感した視点を基にテーマを選択する学習過程は、単なる自由選択ではなく、思考

を伴った選択として機能していた。このような自己決定の経験は、資質・能力の育成に直結する。 

・協働的な学びの場面では、情報共有や意見交流を通して考えを広げる構造が見られた。個々が異なる視

点から調べた内容を持ち寄り、相互に参照し合うことで、学びが拡張される場面が成立していた。 

・より学びを深めるためには、交流場面における教師の支援のタイミングや話合いの視点をさらに明確に

することが有効である。協働が単なる情報交換にとどまらず、思考の再構築へとつなげる必要がある。 

 

③児童生徒が学びの価値を感じる振り返りについて 

・本単元では、見通しをもって追究した内容をまとめ、新たな問いを見出す過程が位置付けられており、

児童が自らの「学びの足跡」を自覚する構造が設けられていた。 

・振り返りには、児童自身が自らの学びを振り返る視点と、教師が児童の学びの様子を見取り、次の学習

につなげる視点という「２つの振り返り」が存在する。両者を往還させることが、単元改善と自己調整

力の育成の鍵となる。 

・ICTや学習ツールの活用により、思考の過程や成果を可視化し、児童が自分の変容を具体的に捉え直せ

る環境が整えられていた。ツールは目的化するのではなく、思考を整理し、他者と共有し、再構成する

ための手立てとして機能していた。 

・単元デザインの中で毎回の学習がどのようにつながっているのかを児童と共有することにより、「学び

が積み重なっている」という実感をもたせることが重要である。単元全体を俯瞰して振り返る場面を設

定することが、学びの価値の自覚と次の学びへの動機付けにつながる。 

・こうした取組は、『みるみる』が示す「子供を“みる”目」と「授業を“みる”目」の視点とも重なり、

単元を通した自己調整力の育成と授業改善の両立を図る視点として捉えることができる。 

 

〈旭川市教育委員会 教育指導課 主査 栄 耕平〉 

①教科の特質を生かした発問について 

・発問は、児童の興味・関心や発達段階、学習状況といった「児童の実態」と、これまでの学びの積み重

ねを踏まえて吟味する必要がある。問いの焦点を明確にしつつ、児童の思考の流れに沿って問い返しを

工夫することで、比較・関連付け・根拠の吟味へと向かう学習が成立しやすくなる。   

・本時における問い返しや発問は、児童の思考を揺さぶり、考えを深める働きをもつものとして機能した

と考える。発問が思考を深める一方で、過剰な誘導にならないよう配慮することも重要である。 

・歴史学習の導入期においては、発問が一定の方向付けをもつことで、児童が「どのように見ればよいか

／考えればよいか」をつかみやすくする。発問の役割は思考を促すだけではなく、児童の発達段階や熟

達度に応じて調整し、いずれ児童が自力で問いを立てたり整理したりできる段階へ移行していくことが

望ましい。   

・発問は正解へ導くための「誘導」ではなく、児童の気付きが生み出される余地を残しながら、思考の筋

道（根拠・比較・関連付け）を促すものとして構成していくことが大切である。 

 

②思考を束ねる可視化の手立てについて 

・可視化は、考えを「出す」ためだけの手立てではなく、交流を通して、より深い気付きへつなげるため

の手立てとして位置付けることが重要である。  

・可視化は目的ではなく手段であり、目的の設定が大切である。 可視化を設計する際には、「どんな資質・

能力を身に付けさせたいか」「どのような深い学びを促したいか」という目的から逆算する必要がある。  

・可視化の方法については、板書だけで完結させるのではなく、学びを蓄積していく発想をもつことで、
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時代の変化を追いながら「はじめ・中・終わり」のつながりを見えやすくする。例えばスプレッドシー

ト等で学びを蓄積し、必要に応じて参照・整理できる状態にしておくことは、学習の連続性を支える手

立てとなり得る。   

・可視化（板書を含む）の扱いは、「残すか残さないか」という形式ではなく、児童が「まとめ」「振り返

り」に何を記述できるようになったかという学習成果と照らして検討することが大切である。   

・歴史の学び方を学ぶ初期段階では、教師がロールモデルを示して学び方を認識させることが重要である。

今後、児童自身が学び方を選択できるよう、教師が主体となって思考の可視化の方法等を提示し、段階

的に指導していくことが望まれる。   

・可視化は「多く用意すること」そのものが価値なのではなく、目的に即して位置付け、児童の学びの段

階に合わせて提示や支援の度合いを調整していくことが、質を高めることにつながる。 
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